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【研究成果の概要】 （文 字 の大 きさ 9 ポイ ント ・ 字数 800 字 ～ 1600 字程 度）

【序 論 】農 耕地 は、二 酸化 炭素 の 298 倍の 地 球温 暖化 係 数を 持つ 強 力な 温室 効 果ガ スで あ る一 酸化 二

窒素（N2O）の 主要 な 発生 源で あ るこ とか ら 、N2O 発生 緩和 策の 開 発が 急務 の 課題 とな っ てい る。農

業分 野で は 様々 な作 物 に由 来す る 残渣 が発 生 する 。近年 、世界 的に コー ヒー 抽 出粕（ 残渣 ）の増 加が

顕著 にな っ てい る。そ のた め、コ ーヒ ー抽 出 粕の 適切 な 管理 や有 効 利用 は世 界 規模 で重 要 な課 題で あ

ると 考え ら れる 。先 行 研究 にお い て、コー ヒ ー抽 出粕 の 農耕 地土 壌 への 施用 に より 穀物 収 量が 増加 し

たと 報告 さ れて いる 。また 、コ ー ヒー 抽出 粕 はア ンモ ニ アな どの 物 質の 吸着 能 を持 つこ と も報 告さ れ

てい る。 ア ンモ ニア な どの 土壌 無 機態 窒素 は 微生 物の N2O 生成に 関 係す る重 要 な要 因で あ るこ とか

ら、 コー ヒ ー抽 出粕 の 農耕 地土 壌 への 施用 は 土壌 から の N2O 発生に も影 響を 与 える 可能 性 が高 い。

しか し、 コ ーヒ ー抽 出 粕の 農耕 地 への 施用 が 微生 物の N2O 生成や N2O 発生量 に 与え る影 響 につ いて

は明 らか に され てい な い。 以上 か ら本 研究 は 、コ ーヒ ー 抽出 粕の 施 用が 農耕 地 土壌 から の N2O 発生

に与 える 影 響を 明ら か にす るこ と を目 的と し た。

【方 法 ・ 材 料】

本研 究は 、東京 学芸 大 学附 属図 書 館に 併設 さ れて いる no teca fe にお いて ブレ ン ドコ ーヒ ー とし て提

供さ れて い るコ ーヒ ー の抽 出粕 を 用い た。 コ ーヒ ー抽 出 粕に は 4 種 のコ ーヒ ー 豆（ マン デ リン G1・

グア テマ ラ ・コ ロン ビ ア・ ブラ ジ ル） が含 ま れて いる 。 コー ヒー 抽 出粕 は 60°C で 1 週間 乾燥 させ 、

実験 に用 い た。 コー ヒ ー抽 出粕 の 農耕 地土 壌 への 施用 が N2O 発生量 に与 える 影 響の 定量 評 価と コー

ヒー 抽出 粕 が N2O 生成 過程 に影 響 する メカ ニ ズム の解 明 のた め、 野 外ポ ット 試 験お よび 温 度と 土壌

水分 条件 を 制御 した 土 壌培 養実 験 を行 った 。

【結 果 ・ 考 察】

野 外ポ ッ ト試 験で は 、コ ーヒ ー 抽出 粕の 施 用の 有無 に よっ て 2 種 類の 実験 処 理（ コー ヒ ー粕 なし 、

コー ヒー 粕 あり ）を 設 けた 。そ の 結果 、コ ー ヒー 粕あ り 処理 の積 算 N2O 放出量 （ 70 日間 ） はコ ーヒ

ー粕 なし 処 理に 比べ 約 94%減 少し た。ま た、N2O 放出の 時間 変化 に も処 理間 で 差が 見ら れ 、コー ヒ ー

粕な し処 理 では 、実 験 処理 後 21 日ま でに 積 算 N2O 放出 量の 約 80%が発 生し た が、コー ヒ ー粕 あり 処

理で は積 算 N2O 放出量 の約 80%が 発生 する の に約 40 日 の期 間を 要 した 。こ れ らの 要因 を 明ら かに す

るた め、土 壌環 境要 因 や阻 害剤 法 によ る微 生 物活 性を 用 いた 解析 を 行っ た。コ ーヒ ー粕 あ り処 理で は 、

アン モニ ア 酸化 活性 が コー ヒー 粕 なし 処理 に 比べ て低 下 した 。さ ら に、コー ヒ ー粕 あり 処 理で はア セ

チレ ン添 加 によ って N2O 生成速 度 が増 加し 、N2O から N2 への 還元 がコ ーヒ ー 粕な し処 理 に比 べて 大

きい こと が 明ら かに な った 。こ の こと から 、 積算 N2O 放出量 や N2O 放出 パタ ー ンの 違い は 、コ ーヒ

ー粕 施用 に よる 微生 物 の N2O 生成 作用 の変 化 が関 係し て いる と考 え られ た。  

また 、コ ー ヒー 粕の 施 用が 土壌 N2O 放出に 与 える 影響 は 、土 壌水 分 条件（WFPS）によ っ て異 なる

こと が明 ら かに なっ た 。WFPS60%では コー ヒ ー粕 施用 に より N2O 放出が 増加 し たの に対 し 、WFPS90%

では コー ヒ ー粕 施用 に より N2O 放出が 減少 し た。こ れは 、WFPS 条件 によ って 優 占す る微 生 物作 用（硝

化や 脱窒 ） が異 なる た め、 コー ヒ ー粕 施用 に 伴う N2O 生成経 路の 変 化が 異な っ たこ とが 要 因と 考え

られ た。本 研究 の結 果 から 、脱 窒 が優 占す る 環境 条件 の 形成 され や すい 圃場 に おけ るコ ー ヒー 粕の 施

用が N2O 放出量 の削 減 には 効果 的 であ ると 考 えら れた 。 一方 、コ ー ヒー 粕を 用 いた N2O 発生緩 和策

の実 施に は 、作 物収 量 や品 質に 与 える 影響 を 十分 に考 慮 する 必要 性 が示 唆さ れ た。  

【研究成果発表方法】 

本研究で得られた結果を検討する追加の分析等が必要である。この結果を含めた成果を学

術雑誌（日本土壌肥料科学雑誌を想定）に投稿する予定である。 
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